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鬼
の
子
孫
、常
喜（
淨
鬼
）・
常
満（
淨
満
）▲道案内をする常喜・常満

　

今
年
度
は
、
鬼
北
町
の
歴
史
や
文
化
と
深
い
関
わ
り
が
あ

る
「
お
に
」
に
つ
い
て
学
ぶ
『
鬼
北
・「
お
に
」
の
講
座
』
を

全
５
回
開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
、滋
賀
県
明
王
院
信
徒
総
代
・

元
滋
賀
県
教
育
委
員
会
の
葛
野
常
満
氏
に
お
話
を
い
た
だ
い

た
第
３
回
「
鬼
の
子
孫
、
常
喜（
淨
鬼
）・
常
満（
淨
満
）の
は

な
し
」
の
内
容
を
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

舞
台
と
な
る
葛
川
明
王
院
は
、
滋
賀
県
大
津
市
に
所
在
す

る
天
台
宗
の
寺
院
で
、
回
峰
行
を
行
う
比
叡
山
延
暦
寺
の
僧

侶
が
参
籠
修
行
す
る
聖
域
で
す
。
そ
の
歴
史
は
比
叡
山
無
動

寺
谷
で
修
行
し
て
い
た
相
応
和
尚
が
、
平
安
時
代
初
期
の
貞

観
元
年（
８
５
９
）、
山
奥
深
い
「
三
の
滝
」
で
不
動
明
王
を

感
得
し
、
天
台
修
験
の
道
場
と
し
て
定
め
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
と
き
「
三
の
滝
」
ま
で
案
内
し
た
の
が
２
匹
の

鬼
「
淨
鬼
」
と
「
淨
満
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
明
王
院
参
道

入
口
に
向
か
い
合
っ
て
居
を
構
え
る
そ
の
子
孫
「
常
鬼
」・「
常

満
」
は
、
代
々
名
を
襲
名
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
１
１
６
０

年
間
、
夏
季
の
こ
も
り
修
行
で
あ
る
夏
安
居
「
葛
川
参
籠
」

の
回
峰
行
者
の
道
案
内
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、節
分
で
は
「
福
は
内
、鬼
も
内
」
と
唱
え
る
と
言
い
、

第
１
回
講
座
で
も
ふ
れ
ら
れ
た
祖
先
の
霊
で
あ
り
、
山
の
神

で
も
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
日
本
古
来
の
「
お
に
」
を
色
濃
く

残
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
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宮城県白石市へ
ご寄附のお礼

　この度の台風19号で
被災した宮城県白石市
への支援金につきまし
て、多くの皆さまから
多大なるご支援をたま
わり、誠にありがとう
ございました。
　つきましては、新年
早々に白石市を訪問し、
皆さまからの志をお届
けする予定です。
　今後とも白石市と鬼
北町の交流に一層のご
協力をたまわりますよ
う、お願い申し上げま
す。

問総務財政課
　行政係　内線2205

　１月号の「鬼王丸の
ほのぼの日記」は、都
合によりお休みいたし
ます。誠に申し訳ござ
いません。
　来月号をぜひお楽し
みください。


